
 

 

 

 

小さな拠点づくり事業の最終年（５か年計画の５年目）に入りました！ 

 

 

 

 

 

 

 

※３/７に阿須那公民館で行われた“はすみ会議”で、邑南町役場から新しいコミュニティの在り方について説明を受けた際の様子です 

令和 2年度から羽須美地域における「小さな拠点づくり」＝地域に住んでいる人が少なくなっても、住み慣れた土地

で安心して暮らし続けていくために必要な生活の機能（買い物や交通など）の確保や、集落活動や隣近所での見守り

や助け合い。生きがいを持って楽しく暮らしていくために必要となる、運営組織の事務局体制の構築や、地域運営の仕

組みづくりに取り組んでまいりました。 

これまでの４年間で、羽須美地域には“あすな地区応援隊”と“口羽をてごぉする会”が阿須那と口羽、両地区の中

で「地域運営組織」としての役割を担いながら、地域のいろいろなお困りごとや、寄り合い処といった暮らしの楽しみの

場づくりなど、地域のお助け隊としてがんばって活動を続けています。 

また、はすみ振興会が運営しております、はすみデマンド（デマンド交通）も今年で運行７年目を迎え、運行範囲を羽

須美地域内だけでなく、広島県作木町の「大津両国橋・丹渡橋・川の駅常清・三国橋」と高原の「石見高原駅」まで、

送迎可能な範囲を拡大しながら、コツコツと一歩ずつ、安心して暮らしを続けていくために必要な生活交通の確保を目

指して取り組みを進めています。 

今年度は、島根県から採択を受けた小さな拠点づくり事業としては、５か年計画の最終年となっておりますが、これま

での取り組みを基に、これから先の３年・５年・１０年と、地域の声と実情に寄り添った羽須美地域における小さな拠点づ

くり計画を、住民のみなさんと一緒に、これからもチャレンジと再検討を繰り返しながら、引き続き取り組んでいきたいと

考えております。 

現在は自治会の会議の場や、集落の話し合いの場など、邑南町役場職員とともに、はすみ振興会の事務局メンバー

が、これからの地域課題の解決に向けた取り組み体制について、みなさまのご意見をお伺いに、会議の場へ参加させ

ていただいております。 

ぜひとも、地域のこれからに向けて、みなさんのお気持ちや願いを、一緒に考えさせていただけるとうれしく思います。 
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【久しぶりの再会うれしいですね】 

 

【熱気あふれる中、傘鉾が駆け抜けました】 

 

【みなさんとってもいい笑顔です】 

 

【楽しい時間はあっという間だったそうです】 

 

【元気いっぱいの舞を披露してくれました】 

 

【阿須那地区の出来事】 

● 次の日祭が開催されました 

５/２１（火）に、阿須那地区の阿須那町集落にある賀茂神社の

祭典「次の日祭」が執り行われました。 

また賀茂神社周辺では、あすな地区応援隊と毎月第２日曜日に

あすな市を開催している、ぶらあすな実行委員会とその出店者が、

次の日祭を盛り上げるため、地域住民とともに、祭の準備に取り

組んでくださいました。 

京都の葵祭の流れをくみ、旧暦４月の２番目の酉の日に営まれ

ていたことから「次の日祭」と呼ばれ、賀茂神社の鳥居前には昨

年から復活した、色鮮やかな短冊でぎっしりと飾られた、高さ約

５m、直径約４m にもなる華麗な傘鉾（かさぼこ）が奉納され、

午後３時からは賀茂神社前の目抜き通りを駆け抜け、沿道には大

きな歓声が飛び交いました。 

今年は復活した雪田子ども神楽団が初舞台を披露し、平日開催

にもかかわらず、多くの人出でにぎわいました。 

● 阿須那公民館で同窓会が開かれました 

GW前半の５/１（水）に、阿須那公民館で、昭和３８年に阿須那

中学校を卒業されたみなさんが、同窓会を開催されました。 

 これまでにも何度か同窓会を開催したことがあったそうですが、

今回集まることができたのは同級生９７名の内１６名。 

 「久しぶりに近くにいる同級生だけでも集まりたいね！」と有志

で声を掛け合い、久しぶりの再会を懐かしみ、楽しい時間を過ごし

ておられました。 

 参加者の中には、約６０年振りに同級生に会うことができた方も

おられたようで、今回の参加者の１人、雪田出身の森田久幸さん

（大阪府在住）は、「明るく元気なみなさんに、久しぶりに会えて

よかった！」とうれしい気持ちを教えてくださいました。 

 コロナ以前のように、小学校、中学校を一緒に過ごしたご友人

と、みなさんで集まれる楽しい時間が、これからもどんどん増えて

くるといいですね！ 

 またはすみ振興会でも、各年代で楽しく集まれるような、同窓会

のサポートや合同イベントなど、みなさんが楽しく集える機会をつ

くりたいと考えています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  



【山口県から参加されたご家族】 

 

【地域の人とおいしいお昼ごはん】 

 

【神楽も大いに盛り上がりました】 

 

【山口県から参加されたご家族】 

 

【口羽地区の出来事】 

● 上田・平佐で棚田オーナーとの田植え交流会開催 

５/２６（日）に、今年で発足２６年目を迎えた上田・平佐棚田

保存会の呼びかけで、約８０名の参加者と地域住民で、口羽地区

の上田・平佐集落の棚田の田植えを行いました。 

田植え当日は、広島県や山口県といった県外からも多く参加者

が集まり、お昼には、休息施設と地域住民との交流拠点を兼ねた、

農業体験交流施設「龍王塾」で、おいしい田舎料理が振る舞われ、

昼食後には、あおぞら子供神楽団による“塵倫”と“滝夜叉姫”

が披露され、舞台を飛び出してくる迫力の舞に、棚田オーナーも

地元住民も大興奮の一日となりました。 

上田・平佐棚田保存会の永井智行さんは「地域外に住む方々に、

地元の良さを教えていただくことがあるので、それがこの活動を

継続していくことの意味にも繋がっていると思います。交流が深

まるように、これからも続けていきたいです。」と今後に向けて意

欲を語ってくださいました。 

秋のお米の収穫が、今からとても楽しみですね！ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

● 農村ＲＭＯ協議会メンバーを募集します！ 

口羽地区では、令和６年度より農村型地域運営組織形成事業（通称農村ＲＭＯ）を導入しようと計画を進めてい

ます。 

今、集落では農業の担い手がいなくなり、耕作放棄地が増え、今後どのように農地を守っていくか、大きな課題と

なっています。それだけでなく、行政連絡員や保健委員など役員の受け手も少なくなり、みんなが困っています。 

この事業は農地管理だけでなく、日常交通や見守りなど、高齢世帯の生活支援、集落機能を代行するような農村

型の地域運営組織の形成を目指す事業で、年間５００万～７００万円の予算枠で３年間実施する予定です。 

つきましては、この事業を円滑に運営するため協議会を設立し、この協議会に参加くださる人材を広く募集します。

任期は３年です。我と思わん方はぜひご連絡をお願いいたします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【問い合わせ連絡先】   0855-８７－０５０１（てごぉする会事務所）



 

【みんなのお店-市場情報はコチラ】 

 

【ハンバーガーも人気です！】 

 

【よぼしば食堂やっています】 

田舎暮らしをもっと楽しく、もっと豊かに、外食気分でいろいろな

庶民的なお食事を提供する「よぼしば食堂」を試験的に始めました。 

～地域の交流の場として目指している食堂像～ 

・地域のみなさまに、手頃な価格での食事の提供 

・一人でも、家族や友人とでも楽しめる、地域の人との交流の場 

・ゆったりとくつろげ、同じ地域に住む人と知り合える機会の場 

今後は、地域に密着した、様々なニーズに対応して、定期的な開催

とお知らせを行なっていきたいと考えています。 

また、「みんなのお店-市場情報」のLINEグループにご登録いただ

きますと、JA口羽店・シェアキッチンRiRi・みんなの善根市・とよち

ゃんショップ・よぼしば食堂から、日々の生活を豊かにしてくれる、

うれしい情報を受け取ることができます。 

LINE登録も、LINE内での情報の発信、コメントのやり取りについ

ても、参加は自由となっておりますので、ぜひ地域のおいしい情報や

お得な情報を、一緒にお受け取りください。 

【はすみ振興会からのお願い】 

はすみ振興会では、過去に発行された地域に関する書籍物や記念

品。生活や町並み・風景が伝わる写真。三江線・理想都はすみ・く

にびき国体（羽須美ではカヌー競技を開催）や、昔話や遊び。郷土

料理に関するものなどの資料等、羽須美に関連する思い出や情報

を、未来へ向けて記録・保存しながら、伝えていくことにも力を入

れて取り組んでいきたいと考えております。 

 もし、ご自宅で眠っているものや、お片付けの際にご不要となっ

たものがございましたら、お気軽にはすみ振興会へお声がけいただ

けると幸いです。よろしくお願いいたします。 

【お問い合わせ先】 

はすみ振興会事務局（担当 平まで） 

電 話 0855-87-0002 

メール info@npo-hasumi.org 

公式LINEからもお気軽にお問い合わせください。

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【こんなことを考えています】 

〇閉校した中学校の校歌を未来へ

残したい！ 

→卒業生のみなさんで集まって校

歌を歌い、思い出と歌声を未来

へ残してみませんか？ 

〇集まった写真をデジタル化して、

なつかしいスライドショーを制

作！ 

→いつでも誰でも地域の思い出を

振り返られる素材をたくさん制

作して、みなさんに楽しんでい

ただきたいと考えています 

 

～ 随時、はすみ振興会からホームページやSNSで情報を発信しています ～ 

  羽須美地域の総合ホームページや振興会の公式 LINE。インスタグラム

などのSNSはこちらのQRコードを読み取ってください☆ 


